国際連携2020-5-02

2020年度第4回国際連携タスクフォース 議事録(案)




　
 国連CEFACT日本委員会 一般社団法人サプライチェーン情報基盤研究会

１．開催日時　：　2020年12月22日（火）13:30～14:30
２．開催場所　：　オンライン会議（ZOOM）
３．出 席 者　： （順不同・敬称略）　
特別会員　　祁答院包則
　一般財団法人日本貿易関係手続簡易化協会
特別会員　　兼子　邦彦
　一般社団法人SCCCリアルタイム経営推進協議会　　
幹事会員    遠城　秀和  　NTTデータシステム技術株式会社
幹事会員　　柳　　紀夫　　日本電気株式会社
幹事会員　　藤森　英明　　日本電気株式会社

正　会員　　中井　基雄　　株式会社データ・アプリケーション
正　会員　　猪股　洋二  　パティオシステムズ株式会社
正　会員　　森　　安代　　NECソリューションイノベータ株式会社

正　会員　　惣代　和明　　NECソリューションイノベータ株式会社
正　会員　　中村　秋人　　豊田通商株式会社
賛助会員    川内　晟宏  　特定非営利活動法人ITコーディネータ協会
賛助会員　　鈴木　耀夫　　NPO法人観光情報流通機構

事 務 局　　菅又　久直　　一般社団法人サプライチェーン情報基盤研究会  
出席者13名
４．議事概要　
2020年度第4回国際連携タスクフォースは、以下の議事を実施した。（資料：国際連携2020-4-01第4回国際連携タスクフォース議事次第）
４－１．第3回国際連携タスクフォース議事録確認
　資料に基き事務局より第3回国際連携タスクフォース議事録（案）が説明され、承認された。
（資料：国際連携2020-4-02 第3回国際連携タスクフォース議事録）
４－２．AFACT状況報告
　資料に基き事務局よりオンラインで開催された2020年度AFACT運営会議につき報告がなされた。
（資料：国際連携2020-4-03　AFACT状況報告）
· 規約の総会成立出席数（現在過半数）(5か国以上に変更
· 規約の参加条件（現在F2F）(オンライン（ビデオ会議、電子メール）可

· 2021年ホスト国(マレーシア

· 国連CEFACTラポータ(Hisanao Sugamata(日本)を推薦
· 旅行ワーキンググループ体制(議長（Anthony Chien：中華台北）、副議長（Mikio Tanaka：日本）
４－３．国連CEFACTプロジェクト進捗状況
（1） eNegotiationプロジェクト
資料に基き事務局より第1回プロジェクト会議（オンライン）につき報告がなされた。

（資料：国際連携2020-4-04　 eNegotiationプロジェクト進捗状況）
· プロジェクト体制：
· Project organizing team：
Project leader: Hisanao Sugamata
Team members：Shinji Nakadai（日本）, Jorge Alvarado（スイス）, Wumi Kayode（米国）, Gerhard Heemskerk（オランダ）, Lauri Railas（フィンランド）
· Subgroup-1（交渉フレームワーク＆BRS）：
Lead editor：Shinji Nakadai（日本）
Editors：Hisanao Sugamata（日本）, Bormans Michel（オランダ）, Gerhard Heemskerk（オランダ）,Wassilios Lytras（スイス）
· Subgroup-2（海運：入札）：
Organizing teamが参加メンバーを募る。

· Subgroup-3（航空貨物：スペース調整）：
航空貨物業界、海運業界、国連CEFACT運輸グループより参加メンバーを募る。

· Subgroup-4（製造：スケジューリング）：
欧州自動車業界（ODETTE）、日本自動車業界（JAMA）、欧州航空宇宙業界（BoostAero）より参加メンバーを募る。
· 次回オンライン会議（1月28日）審議事項：
· 交渉フレームワークBRSドラフト評価
· Subgroup-2～4の作業体制とガイドライン・スコープ審議
（2） Automotiveプロジェクト

資料に基き事務局より新規に開始された自動車生産工程EDI（DELFOR/DELJIT）の改訂プロジェクトにつき報告がなされた。

（資料：国際連携2020-4-05(1)　 Automotiveプロジェクト背景）
（資料：国際連携2020-4-05(2)　 Automotiveプロジェクト提案）
· 欧州自動車業界（ODETTE）がJAIF（Joint Automotive Industry Forum：ODETTE, AIAG, JAMA/JAPIA）の要求事項として提案。
· 旧来のEDIFACTベースの製造工程EDI（DELFOR, DELJIT）をebXMLベースにマイグレーション。その際、現状の国連CEFACT標準スケジューリング関連メッセージの改訂が要求されている。
４－４．国連CEFACT新プロジェクト提案
　資料に基き事務局より、NDR/CCBDA Corrigendumプロジェクト提案の説明が行われた。
（資料：国際連携2020-4-06　NDR/CCBDA Corrigendumプロジェクト）

· プロジェクト名： NDR and CCBDA corrigendum 
· プロジェクトの目的：メッセージ構築ガイドプロジェクトを通して発見されたNDRおよびCCBDAのマイナー・エラーと不明瞭仕様の改善のためのCorrigendumを策定する。
· リーダー：SIPS菅又久直
· スケジュール：6か月
· 現在はBuerau承認待ち

４－５．次回の日程について
　次回の国際連携タスクフォースは以下の通り。

会議名 ：第5回国際連携タスクフォース

日時 　：2021年2月9日（火）13:30 – 15:30
以 上
　
配布資料：
国際連携2020-4-01　第4回国際連携タスクフォース議事次第
国際連携2020-4-02　第3回国際連携タスクフォース議事録 
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